
在校生～保護者～OB 世代間 交流プロジェクト 

第７回「三世代をつなぐ駒カフェ」開催の報告 

 

２０２１年 12 月 11 日（土）13 時～15 時、第１会議室において、在校生～保護者～OB 世代間 交流プ

ロジェクト第 7 回「三世代をつなぐ 駒カフェ（保護者対象）」が開催された。参加保護者は 2 名。 

スタッフから「駒カフェ」設立の目的と今まで開催したときの生徒たちの様子などをお伝えすることか

ら始まり、参加した保護者は OB スタッフと一緒に疑問や質問に対して意見交換をすることができた。 

参加保護者    2 名（高１：1 名、高 3：1 名） 

参加者の感想  

① 本日は飛び入り参加にも関わらず、温かく迎えていただ

き有難うございました。2 回目も楽しく参加させていた

だきました。7 回生の先輩方のキャリアのお話を伺い、

必ずしも思い通りの人生の歩みではなく友人や先生、仕

事との偶然(必然)の出会いから今につながっていること

など、息子を見守る上でヒントをいただけました。ま

た、励ましもいただき、あと 2 年を駒場東邦で楽しんで

過ごしてもらいたいという気持ちになりました。星のお

話もいくつか伺いましたので、家にて息子と話してみた

いと思います。 

そして、高校 3 年生や浪人真っ只中の卒業生、大学生、

社会人でも駒 cafe が新たな拠り所になる案も素敵です

ね。運営いただいている 7 回生の方に加え、後輩の方も

少しずつ増えてあらゆる世代の方々の交流がじわじわと

広がっていくとさらにいいなと感じました。また参加さ

せていただければ有り難く思います。  

② このたびは、師走のお忙しい中での開催ありがとうござ

いました。到着するやいなや、あたたかく歓迎され、「これぞ、駒東！！」と嬉しくなりました。平野

先生や７回生の皆様方のお話は、息子だけではなく、私自身の今後の人生においても大変参考になり

ました。ちょっとした疑問や悩みに対しても、真剣に考えてお答えしていただき（するどい思考やほ

っこりするコメントなどなど）家族が増えたような感覚になりました。皆様、どのような人生であ

れ、自分でしっかり考えて生きるという当たり前のことを有言実行されてきたんだなあと思いまし

た。息子にも「がんばれ！」という応援の気持ちが湧いてきました。あっという間の時間で、まだま

だお話したいくらいでした。息子はこの春に卒業

予定ですが、このご縁を大事にしていきたいと思

います。ありがとうございました。  

 

【第 3 学期の駒カフェ開催予定】 

2022/1/22(土) 第 8 回駒カフェ（生徒対象） 

2022/2/12(土) 第 9 回駒カフェ（生徒対象） 

2022/3/19(土) 第 10 回駒カフェ（保護者対象） 



スタッフの感想  

① 毎回、かなり試行錯誤的に行っている感じですが、7 回目の今回は、保護者お二人を交え、とてもたの

しく駒東生のすばらしさを実感できる本音の会話ができたように思いました。また、「三世代をつなぐ」

ということの意義を感ずることもできました。多様なステークホルダーとしての参加者一人ひとりの

独自性と駒カフェの在り方への健全な思いが様々な接点をもち、駒東ならではの駒カフェに発展して

いってくれることを願っています。  

② 今までになく、日常の雑談に近かった為に、とても楽しく話が出来ました。生徒が卒業したら邦友会会

員になるので継続性があるが、卒業した生徒の保護者との繋がりをどのような形にして行くのが良い

のか考えなければと思いました。何らかの形で継続できれば、現役 PTA から距離感無く、シームレス

な活動ができると思いました。 

③ 保護者対象の駒カフェは３回目。スタッフ一同いつもどうやったらいいのかと迷いつつ進めてきまし

た。今回は６年生と４年生のお母さま２人が参加してくれました。初めて司会役をやりましたが  心を

ひらいて楽しく話してもらうために何ができるのかと工夫しながら進行しました。M さん作成のスタ

ッフの駒カフェ名刺・K さんの画像などの小道具も和む雰囲気作りに一
ひと

役
やく

かったかと思います。お母さ

ん方の小学校の頃のお話なども聞けて  １５：３０まで楽しく過ごしました。私たち７回生スタッフが

各自バラエティーに富んだ生き方をしてきたことが伝わり  「自分の子もいろいろあるけど 大丈夫

と思った」と感想を言ってくださいました。お母さまたちが打ちとけてくれたのがなによりです。よい

会になりました。 

④ 今回も楽しい雑談会でした。最近、印象に残った言葉として「浮こぼれ」があり、今回の駒カフェでご

紹介させていただきました。「落ちこぼれ」の反対で、授業は十分に理解できるため退屈する状態で、

米国では「飛び級」で対応されています。生徒の得意分野を伸ばして、コーチや指導者を越える人材(藤

井聡太さん他)を育てることが期待されると思います。駒カフェが、そのきっかけになれば良いと思い

ました。駒カフェの 1 年を振り返って、多くの楽しい出会いがあったことを思い出します。 1 年間、

ありがとうございました。来年もお会いできることを、楽しみにしています。  

⑤ 参加したお母様からメールをいただきました。駒カフェの話題を、お子さんと話しをされたということ

です。駒カフェの話題が、親子の話題に繋がったことは良かったと思います。  

⑥ 事前の参加申し込みが１名だったのでどうなるかと思いましたが。倍の 2 名参加で自由に意見交換が

できたことで、今回の駒カフェではとても明るく楽しく会話をすることが出来ました。参加したみなさ

んがそれぞれ自分の素の姿を話すことが出来たのもよかったです。  

 

 

 

「三世代をつなぐ駒カフェ」運営事務局         

代表 黒岩 誠（駒場東邦７回生 / 前スクールカウンセラー） 

平野 勲（駒場東邦中学高等学校 特別顧問 / 前校長） 

連絡先 komacafe1540001@gmail.com  
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